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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校
給

食
は
「
食
べ
る
」
体
験
を
通
し
た

学
習
の
場
で
す
。
学
校
給
食
が
生

き
た
教
材
と
し
て
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
結
ぶ
か
け
橋
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
に
関
す
る

指
導
（
例
：
１
年
生
で
は
好
き
嫌

い
に
つ
い
て
残
食
の
写
真
を
見
せ

関
心
を
高
め
る
、
６
年
生
で
は
１

食
分
の
給
食
献
立
を
作
成
し
、
地

場
産
や
旬
の
食
材
の
利
用
、
彩
り

や
バ
ラ
ン
ス
、
栄
養
を
意
識
さ
せ

る
等
）
に
よ
り
、「
食
に
関
す
る

知
識
」
や
「
食
を
選
択
す
る
力
」、

「
望
ま
し
い
食
習
慣
」
な
ど
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
活
動
と
し
て
す
す
め
て
い
ま

す
。

　
町
内
産
食
材
の
日
給
食
に
合
わ

せ
た
生
産
者
と
の
交
流
会
食
会
で

は
、
地
場
農
産
物
の
良
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
生
産
者

の
苦
労
や
思
い
を
知
り
、
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
い
ま

す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
X
を
活

用
し
、
毎
月
の
献
立
や
給
食
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
毎
日
の
給
食

を
写
真
で
見
る
こ
と
で
家
庭
で
の

話
題
づ
く
り
や
、
学
校
給
食
や
食

育
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
等
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
安
全
安
心

で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努

め
、
食
材
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く

多
く
の
地
場
産
物
を
利
用
し
、
新

鮮
で
良
質
な
食
材
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
だ
し
」
で

素
材
の
お
い
し
さ
を
活
か
し
た
調

理
を
行
い
、
減
塩
で
も
素
材
の
お

い
し
さ
を
感
じ
て
満
足
で
き
る
給

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

特　集
食の大切さ
を考える

最
後
に

　
食
育
を
考
え
る
と
き
、
普
段
の
食
生

活
を
見
直
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
現
代
は
飽
食
の
時
代
と
呼
ば

れ
、
私
た
ち
が
日
々
の
暮
ら
し
で
『
食

料
不
足
』
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
で
の
食
料
自
給
率
は
年
々
低
下
の

一
途
を
辿
り
、
１
９
６
０
年
代
の
統
計

開
始
か
ら
２
０
２
０
年
代
の
食
料
自
給

率
は
、
過
去
最
低
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動

や
国
際
情
勢
の
変
化
、
農
家
の
減
少
、

農
作
物
の
不
作
や
物
流
が
滞
る
事
態
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
原
油
価
格
の
高
騰

や
小
麦
を
は
じ
め
と
す
る
穀
物
価
格
の

上
昇
な
ど
の
理
由
で
「
食
料
を
自
給
で

き
な
い
国
」
で
は
今
後
食
料
難
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
町
は
令
和
５
年
度
か
ら
給
食
費
無
償

化
し
、
金
ケ
崎
で
育
つ
全
て
の
子
ど
も

に
安
全
で
美
味
し
い
給
食
を
提
供
し
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
食
事
が
で
き
る
こ
と
は
食
材

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
人
、
調
理
し
て
く

れ
た
人
達
か
ら
の
愛
情
も
同
時
に
受
け

取
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
い
た
だ
い

た
大
切
な
愛
情
を
残
さ
ず
に
自
分
の
中

で
し
っ
か
り
と
育
て
て
、
豊
か
な
心
と

体
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

金ケ崎町立学校給食センター　
栄養教諭　菅

かん
野
の

　千
ち

春
はる

先生

　学校給食では、地産地消や減
塩等に努めながら、「生きた教
材」になるような献立の工夫を
行っています。「食」は心と体
をつくる土台です。栄養バラン
スのとれた食事は、体にとって
良いだけではなく、心も満たし
てくれます。学校給食や食に関
する指導を通して、「食」に対
する意識を高め、より良い食習
慣を身につけてほしいと願って
います。そして、自分が食べた
もので自分の心も体もつくられ
ていることを忘れず、「食」を
大切にしていってほしいと思い
ます。

子どもたちに
伝えたいこと

給食は多くのことを学ぶ場。
しっかりと食べ、自分の心と体を育てる大切な時間。

給食から学ぶもの

インスタグラム X 町 HP

食の大切さを考える⑥

安心で安全、そして元気になれる。
みんなに愛される給食を目指して。

学校給食センター
食の大切さを考える⑤

　

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
H
A
C
C
P
（
世
界
で
標

準
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
衛
生

管
理
の
手
法
）
概
念
を
導
入
し

た
オ
ー
ル
電
化
の
給
食
施
設
で

す
。
現
在
の
施
設
は
平
成
15
年

４
月
よ
り
給
食
の
提
供
を
開
始

し
て
お
り
、
１
日
２
０
０
０
食

を
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
オ
ー
ル
電
化
に
よ
る
施
設

は
空
気
を
汚
さ
な
い
の
が
特
徴

で
、
よ
り
快
適
な
作
業
環
境
の

も
と
で
児
童
生
徒
へ
安
全
で
衛

生
的
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私たちが給食を調理しています（給食調理員）

渡
わた

邊
なべ

　博
ひろ

俊
とし

さん 髙
たか

橋
はし

　美
み

香
か

さん

　学校給食センターに勤めて、
26 年になります。自分が調理
したものを美味しそうに全部食
べてもらえることがとても大好
きです。安心安全な食事を提供
できるように、野菜や肉の下処
理は、細かい部分まで丁寧に作
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　学校給食センターでは、栄養
教諭の先生のプログラムのも
と、細かいチームワークで給食
を作っています。一気に大量に
作るので味にムラが出ないよう
に気を付けたり、限られた時間
内での味付けの工夫を考えたり

業をしています。小学生、中学生のみなさんは今が栄
養を一番必要とする年齢です。給食を少しでも多く食
べて、元気で丈夫な体を作りましょう。調理する私た
ちも食べる皆さんも「一食入魂」ですよ。　

など常に考えながら、その日の最高の出来になるよう
に仕上げます。好き嫌いあると思いますが、食材は苦
手でも料理そのものが苦手にならないように、どんな
ものでも食べてみて美味しさを味わってくださいね。
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金ケ崎では子どもたちが給食に親しみ、毎日元気に
過ごせるようにいろいろな取り組みを行っている。

金ケ崎町の給食への取り組み
食の大切さを考える④

　給食費の無償化
　町内全ての小中学校で児童生徒の健全な育成を目指
し、令和５年度から給食費を完全無償化しています。
保護者への経済的な支援を行い、金ケ崎町で安心して
子育てができる環境づくりにもつなげていきます。

町内産食材の日給食

生産者との交流会食会
　年に２回生産者との給食交流会食会を行っていま
す。地場産品のよさを理解することや生産の苦労を知
り、感謝して食べることや食べ物を大切にしようとす
る心を育むことを目的にしています。


